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移行支援

職員の質の向上

・移行支援会議への参加
・法人内事業所の情報提供
・移行先との調整
・移行後の支援方法等の助言・提案

１)内部研修 （事業所内研修）
　①年度当初研修、②支援技術研修（年5回）、③BCP研修（自然災害・感染症）、④研修虐待防
止・身体拘束研修、⑤個別支援計画作成研修、⑥リスクマネジメント研修など。
２）法人内研修
　①新任職員研修、②階層別研修、③専門分野別研修、課題別研修など
３）外部研修 ※近年の派遣実績
　①強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践）、②サービス管理責任者等研修（基礎・実践・更
新）、③相談支援従事者初任者家修、④初任職員研修、⑤中堅職員研修、⑥PECSレベル１ワーク
ショップ、⑦自閉症支援セミナー、⑧支援者のための自閉症講座、など。

サービス提供時間
※13時30分 17時00分

9時00分 15時45分 ※自宅は旧青森市内のみ
※学校は青二養・一高養のみ

あり送迎実施の有無

本
人
支
援

主な行事等

〇年間イベント
５月：端午の節句　７月：七夕　１０月：ハロウィーン　１２月：クリスマス　２月：節分　３月：ひなまつり　毎月：避難・防災訓練（想定：火災、地震、風水害、感染症、不審者来所対応）
〇夏休み・冬休みイベント
例：買物外出、公園外出、調理実習、制作活動など

9時45分 18時30分

9時00分 18時00分学校休業日

授業終了後

地域支援・地域連携

家族支援

・定期的な面談の実施（半年に１回以上）・アセスメント結果等の開示
・支援内容、支援方法のフィードバック
・家庭訪問・きょうだい児への配慮
・電話、メール等を活用しての助言・相談・毎回の記録の配布
・支援動画の開示・ペアレント・トレーニングの実施
・保護者懇談会、保護者学習会の開催

・学校等との連携及び情報共有
・障害児等療育支援事業の実施
・青森市障がい者自立支援協議会への参画（障がい児部会）
・青森市発達支援連絡会の開催

認知・行動

運動・感覚

健康・生活

●集団内でのルールやマナーの理解、協力、物の共有、平行活動等を通して、アタッチメントの形成、人間関係の形成や、集団活動に参加できるよう支援を行います。
主な取り組み…複数人（事業所職員及び他児童）での共同活動（作業・イベント）の設定、場面に合わせたルール、マナーの確認、ロールプレイ、ライフスキルトレーニングなど

●他者と相互作用を通してのコミュニケーション能力の向上、指差し、身振り、手振り、絵カードやチョイスボード等を活用した円滑なコミュニケーションスキルの獲得等ができるよう支援を行います。
主な取り組み…要求（援助・不足）、伝える、注意喚起、報告（中間・終了）、PECS、絵カード、チョイスボード、コミュニケーションボード、挨拶など

●視覚、聴覚、触覚等の感覚を活用しての情報収集、情報と行動の結びつき、時間等の概念の形成と行動との結びつき、感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防、及
び適切行動への対応の支援を行います。
主な取り組み…身体部位、色、大きさ、図形、時間概念、天気の概念、分類、裏表の概念理解、時間の理解、マーク・ロゴの理解、計算など

●保有する視覚、聴覚、触覚等の活用し、感覚の特異性等に配慮しながら、日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持、微細運動や粗大運動を身につけられるよう支援を行います。
主な取り組み…微細運動、粗大運動、日常生活に必要なスキルの獲得、感覚の特性への対応、事務作業、リサイクル作業、清掃作業、家事作業、組み立て作業など

●安全な生活のための健康状態の把握、生活リズム形成による健康の増進、基本的生活スキルの獲得などができるよう支援を行います。
主な取り組み…健康管理（バイタルチェックなど）、衣服の着脱、靴の脱ぎ履き、清掃作業、食事及び排泄トレーニング、スケジュールの活用など

〇青森県すこやか福祉事業団　　　私たちは、すべての人がお互いに尊重し合い、安心して暮らしていける社会の実現を目指します。
〇ライフサポートあおば　　　　　共感・協働・共生法人（事業所）理念

〇私たちは、本人と家族の思いを大切にし、共に歩みます。
〇私たちは、支援の輪を大きくするため、職員同士、そして関係者と協力し合います。
〇私たちは、みんなが普通に暮らしていけるよう、地域との架け橋になります。

支援方針

人間関係
社会性

言語
コミュニケーション

開所時間

支　援　内　容

事業所名 デイサービスセンターすこやか 支援プログラム 作成日 令和8年3月4日


